　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年9月19日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：菊地　裕実果
	 赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	鳥谷部
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	見上
	熊谷

	深
	　休
	　深
	○
	通所
	準
	○
	準
	○
	○

	　田浦
	木村(直)
	荒谷
	一戸
	橘
	大久保
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田

	休
	○
	○
	○
	休
	〇
	　深
	〇
	〇
	〇

	荒木田
	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	

	　遅B
	○
	準
	休
	○
	○
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・今後、膀胱留置カテーテル交換は4週間に1回、経管栄養カテーテルは2週に1回の交換をお願いします。入院時、各カテーテルが挿入されていた場合には次回交換日を処方処置板に記入するようにお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・月舘　秋彦様～東病棟Dユニット19号室へ任意入院

【転入】
・駒木　洋士様～西B29号室→東病棟B2号室へ。
・泉　沙耶様～西B30号室→東B1号室へ。
・田中　倖太様～西B29号室から東A13号室へ。

【ユニット移動】
・木村　浩聡様～東B13→東B2へユニット移動


＜患者様連絡事項＞
・松橋　和弘様～父様へ転院先について確認し、まだ検討しているとお返事あり。

・三浦　華菜様～自己導尿のカテーテル残0。前回は千葉の病院で処方してもらっていたとのこと。病棟でカテーテルを取り寄せることとなるが少し時間がかかるため、馬渡Drへ報告し膀胱留置カテーテル挿入指示受ける。

・菅井　浩子様～本日で便-8日目。村上Drへ報告し、ピコスルファートの内服を継続し腹部状態を経過観察していくよう指示あり。

・曽我　正子様～施設スタッフ、家族、病棟スタッフで今後について面談希望あり。9/26　15:00～
　　　　　　　　センター横の部屋にて実施予定。

・上野　淳子様～体温37.2℃、頭痛の訴えあり。感冒症状なし。排尿間隔がひろい事も報告し経過観察の指示受ける。またIFオーダーに発熱時、体温37.5℃、カロナール内服指示追加となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着きない様子あり。早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00までの時間隔離の指示あり。対面時妄想言動持続しているが不穏興奮なく過ごされている。時折表情硬いがトラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さあるが不穏興奮なく自室で臥床して休まれている。問題行動なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。9:55スタッフの名を叫び、落ち着きない様子あり。不穏持薬RIS液2ml1P服用するも大声で叫び続け、主治医診察時も同様。10：25指示にてジプレキサ筋注用10㎎実施。午後は、比較的落ち着くこと出来ている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・藪　真弓様～身体拘束中。午前午後1時間程度の開放観察指示あり。開放中ホールで過ごされており、危険行動なく経過。再拘束にも拒否抵抗なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・村尾　朱佑様～9/24からオランザピン追加処方、以外は同内容で処方となる。

・春日　タカノ様～本日よりクービビック追加処方となる。以外は同内容で継続処方となる。

・長根　瞳様～処方内容変更なし。訪室時大声を出し叫んでいる。ジプレキサ（10）1A筋注指示あり。
